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オゾン層保護法（2018年改正）のポイント
キガリ改正に基づく代替フロンの生産量・消費量の削減義務を履行するた
め、代替フロンの製造及び輸入を規制する等の措置を講ずる。
※特定フロンについての製造・輸入の規制措置と同一の枠組み。
第196回通常国会で成立。2019年1月1日から施行。
※一部の規定（準備行為）については、公布の日（平成30年7月4日）から施行。

主な措置事項
○経済産業大臣及び環境大臣は、議定書に基づき我が国が遵守すべき代替
フロンの生産量・消費量の限度を定めて公表する。

○代替フロンの製造及び輸入について、
・製造しようとする者は、経済産業大臣の許可を受けなければならないことと
する。
・輸入しようとする者は、外為法の規定に基づく経済産業大臣の承認を受け
なければならないこととする。

※我が国における代替フロンの主な用途は、冷凍空調機器に用いる冷媒用途（約９割）。
残りの用途は、断熱材を成形するための発泡剤や、噴射剤等。



4

キガリ改正の規制対象となる代替フロン
（18種類、政令で指定）

物 質 GWP 物 質 GWP

HFC-134 1,100 HFC-245ca 693

HFC-134a 1,430 HFC-43-10mee 1,640

HFC-143 353 HFC-32 675

HFC-245fa 1,030 HFC-125 3,500

HFC-365mfc 794 HFC-143a 4,470

HFC-227ea 3,220 HFC-41 92

HFC-236cb 1,340 HFC-152 53

HFC-236ea 1,370 HFC-152a 124

HFC-236fa 9,810 HFC-23 14,800

※GWP・・・地球温暖化係数（CO2を1とした場合の温暖化影響の強さを表す値）
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モントリオール議定書キガリ改正の内容
先進国※1 途上国第１グループ※2 途上国第２グループ※3

基準年 2011-2013年 2020-2022年 2024-2026年

基準値
（HFC＋
HCFC）

各年のHFC生産・消費量
の平均＋HCFCの基準値
×15%

各年のHFC生産・消費量
の平均＋HCFCの基準値
×65%

各年のHFC生産・消費量
の平均＋HCFCの基準値
×65%

凍結年 なし 2024年 2028年※４

削減
スケジュール※５

2019年：▲10%
2024年：▲40%
2029年：▲70%
2034年：▲80%
2036年：▲85%

2029年：▲10%
2035年：▲30%
2040年：▲50%
2045年：▲80%

2032年：▲10%
2037年：▲20%
2042年：▲30%
2047年：▲85%

※１：先進国に属するベラルーシ、露、カザフスタン、タジキスタン、ウズベキスタンは、規制措置に差異を設ける（基準値について、HCFCの参入量を基
準値の25％とし、削減スケジュールについて、第１段階は2020年５%、第２段階は2025年に35%削減とする）。

※２：途上国第１グループ:開発途上国であって、第2グループに属さない国
※３：途上国第２グループ:印、パキスタン、イラン、イラク、湾岸諸国
※４：途上国第２グループについて、凍結年（2028年）の４～５年前に技術評価を行い、凍結年を２年間猶予することを検討する。
※５：すべての締約国について、2022年、及びその後５年ごとに技術評価を実施する。 10


